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〇地域に根差した公民館を目指して（その２）～柏井小学校・第五中学校との交流～ 

公民館だよりもおかげさまで発行から１年がたちました。ご意見ご感想等いただきありがとうご

ざいました。今回は柏井小学校・第五中学校との交流を取り上げたいと思います。両校ともに公民

館の近くにあり、歴史と伝統のある学校です。小学校の卒業生は大半が第五中学校に進み、中学生

になっても公民館の活動を支えてくれています。一例として文化祭の会場設営ボランティアなどは

利用者の方から「大変ありがたい」と評判です。また、公民館の講座や体験教室にも小中学生が積

極的に参加し、異年齢の利用者と交流するなど、公民館の活性化にもつながっています。 

これからも地域の子どもたちが健やかに成長することを柏井公民館では願っています。 

 

【柏井小・第五中との交流活動の一例】 

〇柏井小２年生まち探検への協力（年１回） 

〇文化祭参加（柏井小音楽部の演奏、第五中合唱部発表）        

 文化祭準備時のボランティア（会場設営）         

〇公民館主催講座への参加（主に小学生希望者が参加） 

〇柏井公民館だよりの PR（各校 HP での紹介：通年）     【柏井小２年生 まちたんけん】 

〇柏井小・第五中学校運営協議会（年４回＋行事へ出席） 〇柏井こども館での遊びの広場提供 

〇「コミュニティギャラリー」への美術・図工・技術家庭・書写等作品展示（各 1 か月）  

 

 

 

【柏井小 文化祭音楽部発表】  【第五中 文化祭合唱部発表】   【第五中 文化祭会場設営】 

〇活動紹介 テーマ「柏井公民館に感謝」 ～個人利用者 佐久間 英機 様 からの手紙～ 

私は、柏井公民館は地域社会のニーズを積極的に取り入れ、常に新しい公民館の在り方を目指し

ていると思います。その根底には、地域の住民の方と良いコミュニティを模索し、運営面において

館長、職員の方の努力がよく伝わってきます。特に、小中学校や特別支援学校の皆さんの作品を定

期的に展示し、それらを見に来る保護者様の温かい笑顔からも「開かれた公民館」であると感じて

います。 

このような中、私個人、趣味の音楽活動で年間 200 回以上利用させてもらっていることにも感

謝しています。そこで、今回は木管アンサンブルを一緒にやる仲間を募集します。木管二重奏（ク

ラリネット２本、クラリネット、ファゴット）三重奏（オーボエ、クラリネット、ファゴット）四

重奏（オーボエ、クラリネット、ファゴット、トロンボーン）等の譜面は多少用意しています。 

お申し込みは柏井公民館までお知らせください。※柏井公民館 ℡047-338-2988  

★公民館長から一言★ 佐久間さんはほぼ毎日楽器の練習に励み、柏井小の音楽部と文化祭で合奏

するなど積極的に交流しています。とても博識な方で私たちも色々と勉強させてもらいありがたい

です。これからもお元気で公民館に脚を運んでいただければ嬉しいです。 
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★令和８年（２０２６）度 前期主催講座の紹介です。市川市公民館講座情報誌や市 HP を参考

にふるってご応募ください★ ※往復ハガキ 3 月 18 日(水)消印有効、WEB 申込３月 22 日（日）24 時まで 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

健康生活のために、脳トレ・

筋トレのノウハウを学び、日

頃から続けられる具体的な

トレーニング方法を体験し

ます。 

日本の国技である相撲への

理解を深めることや、伝統文

化に触れながら、大相撲観戦

を楽しむ機会とすることを

目的としています。 

１回目は姥山貝塚の発掘調

査の意義や重要性を座学で、

２回目は現地を歩き、当時の

人々の暮らしに思いをはせ

ます。 

セカンドライフを有意義か

つ快適なものとするために、

資産寿命の活用制度や終活

のポイント等について考え

ます。 

足裏の押す場所、足のほぐし

方や足揉みを実践し、病院や

薬だけに頼らず、自分や家族

が健康でいられる「足裏もみ

法」を学びます。 

小学低学年の児童と保護者を

対象に、かむこと、食べるこ

と、飲み込むことの大切さを

確認し、日常生活に当てはめ

られる具体例を学びます。 


